
東北大学災害科学国際
研究所が『仙台防災未
来フォーラム2017』の
中で配布した資料



今回の被災地訪問の印象

前半の3月10日から11日にかけては,日本免震構造協会の入力地震動小委員会で一緒に活動していた研究仲間と
一緒に，多賀城から東松島市にかけての比較的津波被害が小さいとされている地域を見せて頂いた．特に七ヶ
浜町菖蒲田浜地区は初めての訪問で，長養寺では貴重な体験談を伺うことができた．また，七ヶ浜町が大部の
震災記録集を刊行しておられることを知った．南三陸町から石巻市の大川小学校・雄勝地区を経由して女川町
に至る地域も再訪させて頂いたが，南三陸町と女川町では，訪問の時機が3月11日に重なった所為でもあるが，
復興の途上にありながら人と車で溢れ返っている状況に大きな戸惑いを感じざるを得なかった．

後半の3月12日は上記の研究仲間と別れて,常磐線を利用して南相馬市の小高駅までの区間を見せて頂いた．小
高地区の他に，山元町の坂元駅と山下駅では途中下車し，坂元駅からは中浜小学校に向かって，山下駅からは
旧山下駅へ向かって歩いてみた．これらの地域では，逆に人影もまばらで，被災後の片づけがひと段落した状
態で，時計が止まってしまったような錯覚を覚えた．小高地区では福島第一原発事故からの避難が解除された
とは云え，帰還が躊躇われている状況は容易に推察されるし，山元町では,常磐線が1km以上も山側に移設され
たことから，地域の居住形態がすっかり変わってしまったのではないかと推察された．

3月12日の午後には,仙台国際センター展示棟で開催されていた『仙台防災未来フォーラム2017』を見学させて
頂いた．各種のテーマセッション，ミニプレゼンテーション，ブース展示，連携シンポジウムなどから成るこ
のフォーラムは昨年に続いて2回目の開催で，その契機となったのは一昨年に仙台で開催された『第3回国連防
災世界会議』とのことであった．以前に『国連防災世界会議』が終わったら東日本大震災や東北のことが忘れ
去られてしまうのではないかと危惧していたことが思い出されたが，果たして現実は如何なものであろうか．
被災地を見せて頂いた印象では，防潮堤の工事も，大規模な嵩上げ工事も未だ中途半端な状態にあり，もしも
今の状況で支援が打ち切られるようなことがあれば，地域が破綻に追い込まれることは確実であろうと危惧さ
れる．今後の数年が本当の意味での正念場であるように思われてならない．



『稲むらの火』に
関連した資料一覧

追録

中井常蔵の“稲むらの火(昭和9年文部省
教材公募に応募し入選)”テキスト

仙台防災未来フォーラムの
宮教大ブースに展示された
小學國語讀本の防災用教材
『稲むらの火』に触発され
て以下の資料を追加させて
頂いた．



史実との異同[ウィキペディアより引用]
「稲むらの火」は濱口儀兵衛(梧陵)の史実に基づいてはいるものの,実際とは
異なる部分がある. これは小泉八雲の誤解にもとづくものであり,翻訳・再話
をおこなった地元出身の中井常蔵もあえて踏襲した.史実と物語の違いは国定
教科書採用時にも認識されていたが,五兵衛の犠牲的精神という主題と,八雲・
中井による文章表現の美しさから,安政南海地震津波の記録としての正確性よ
りも教材としての感銘が優先された.  物語では地震動について「今の地震は
別に烈しいといふ程のものではなかった」と書かれているが,濱口梧陵は地震
の様子を手記の中で「其激烈なる事前日の比に非ず. 瓦飛び,壁崩れ,塀倒れ,
塵烟空を蓋ふ」と記しており, 宇佐美龍夫は広村の震度を5-6程度と推定して
いる. 地震の揺れ方や,津波襲来前に潮が大きく引いたという描写は, 出版直
前に起った明治三陸津波から,小泉八雲がその示唆を得た可能性が考えられて
いる. 農村の高台に住む年老いた村長とされている五兵衛に対して,史実の儀
兵衛はまだ35歳の指導的な商人で,その家は町中にあった.また,津波の発生日
が12月24日(新暦換算)で真冬であり,儀兵衛が燃やしたのは稲穂のついた稲の
束ではなく,脱穀を終えた藁の山(これも「稲むら」と呼ぶことがある)である.
また,儀兵衛が火を付けたのは津波を予知してではなく, 津波が来襲してから
であり, 暗闇の中で村人に安全な避難路を示すためだった.「稲むらの火」に
は描かれていないが,儀兵衛の偉業は災害に際して迅速な避難に貢献したこと
ばかりではなく,被災後も将来再び同様の災害が起こることを慮り, 私財を投
じて防潮堤を築造した点にもある. これにより広川町の中心部では,昭和の東
南海地震・南海地震による津波に際して被害を免れた.

神坂次郎著『縛られた巨人 南方熊楠の生涯(新潮文庫)』からの引用
ロンドンでの熊楠が,好意を抱いた人びとに底抜けな親切ぶりをみせているの
は,そのことによってわが身の寂しさをまぎらわせていたのかもしれない．孫
文や法龍のほかに,ロンドン日記にしばしば登場する紀州人に, 鳥山嵯峨吉や
田島担がある.(途中略) 田島(浜口)担のほうは紀州広村の豪商で,元禄のころ
銚子に進出，代々醤油の醸造元(現:ヤマサ醤油)として栄えた浜口家の次男で

ある. 父の儀兵衛は幕末のころ江戸に出,佐久間象山,勝海舟,福沢諭吉らと交
遊し,開港論を主張して奔走.和歌山藩勘定奉行から明治新政府の駅逓頭(逓信
大臣)となり,海外巡歴の途中,ニューヨークで客死する．この浜口儀兵衛で印
象ふかいのは,安政元年,広村一帯を襲った大津波を,咄嗟の機転で稲束を焼い
て村びとたちを救った彼の行動である.儀兵衛の行動に感動したラフカディオ
ハーン(小泉八雲)は,かれの姿を“リビング・ゴッド(生ける神)”として著述
し,その作品は海外に紹介されて感動の波紋をひろげた．戦前, 小学校教科書
に掲載されていた「稲むらの火」の話は,ハーンの原作を逆輸入して日本語に
訳したものだ．熊楠のすすめで田島担は一夜,ロンドンの日本人協会で講演し
た. そのあと,ステラというイギリス夫人が立って「いまの講演をしたハマグ
チは,ハーンの書いた“仏田の落穂拾い”の中にある“生ける神”のあの偉大
なハマグチと同じ名ですが,なにか関係があるのでしょうか」と司会者の熊楠
にたずねた.熊楠が「このハマグチこそ,あのゴヘイ(儀兵衛)の実子である」.
そういうと会場は一瞬,声にならない感動でどよめき,次の瞬間,割れるような
拍手と歓声が湧きおこり,しばし鳴りやまなかったという．田島担に旧姓の浜
口を名乗らせたのは,熊楠一流の演出である.(以下略)

「生ける神」が掲載された
ラフカディオ・ハーン著

『仏田の落穂拾い』の表紙

中井常蔵の『稲むらの火』
が掲載された小学国語読本
巻十の表紙

神坂次郎著『縛られた巨人
南方熊楠の生涯(新潮文庫)』
の表紙

仙台防災未来フォーラムの宮教大ブースに展示されていた
小學國語読本巻十，中井常蔵著『稲むらの火』に関連して

『稲むらの火』に関係する話題をいくつか集めてみました．



安政南海地震津波の襲来時に稲むらに火を放って村びとを避難誘導し多くの命を救ったと云う，濱口梧陵伝説の地を2011年3月に訪問した．この
逸話は小泉八雲の“A Living God”から中井常蔵の“稲むらの火(昭和9年文部省教材公募に応募し入選)”へと引き継がれ，最近でも恰好の防災
教材として評価されている．それ以上に梧陵が評価されてよいのは,津波襲来後の被災民救済と復旧に尽力し，巨額の私財を投じて村を津波から
防御するための堤防(高さ5m, 長さ600m)を築いたことであろう．この工事に村びとを雇用することによって広村は奇跡的な復興を遂げ,その後，
昭和21年の南海地震の際には津波による被害を最小限に止めることに成功している．

濱口梧陵記念館：木造建築としても優れた旧濱口邸がそのまま記念館として利用されており, 濱口梧陵という一人の偉人のための歴史資料館と
なっている．

津波防災教育センター：文字通り津波防災について学習するための施設となっている．3D映像で津波の脅威を啓発するのは良いが3D効果を駆使し
過ぎるのは悪趣味でもある．また, 教材の多くが2004年のスマトラ地震津波の資料に依存しているのも問題で，もっと当地域の特色が強調されて
も良いのではないかと思われた．

『稲むらの火の里』和歌山県有田郡広川町広～探訪～

濱口梧陵記念館(手前)と津波防災教育センター(奥) 広川町の港湾地区に掲示されている津波避難地図



内閣府防災担当平成16年監修による紙芝居
『津波だ！いなむらの火を消すな』より．
画は藤本四郎氏による．

すすき(籾を取り除いた後の藁の堆積物)
浜口梧陵伝 www.sam.hi-ho.ne.jp/aiiku
による．

稲むら(刈り取った稲を積み重ねたもの)に火をつけたのは本当か？
地震が発生した12月下旬に稲むらがまだ存在していただろうか？

無理して美談にしなくても，浜口梧陵の取った対応は評価されるべきであろう．

理科年表の記述

注記：文末の[ ]は今村/飯田による津波規模で，[3]は津波高さ10～20m, [4]は30m以上

[註] 津村建四朗氏は長年，気象庁に在籍された広川町出身の地震学者で，地震予知研究の
傍ら『稲むらの火』教材の普及を含めた地震津波の防災教育にも尽力されている．


